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『Orienting	  Arthur	  Waley』（de	  Gruchy	  2003）には、明治後期の能楽研究に対する優
れた紹介があるが、外国人の先駆的な能楽研究者が個別に扱われ、彼らの相互関係や







































































もとづく補足である。	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第１章	 明治以前：能楽に触れた外国人  
  −	 室町後期〜江戸初期	 −  
 
























〔 tamborys〕の音楽と気晴らしの劇〔autos de follgar〕を楽しんでいる。
（Pires 1907: p.59、稿者訳） 
 





















１ .２	 イエズス会と能狂言  
 





















































期に編集された『日葡辞書』では「能」2が「representar auto, ou tragedia」、「狂言」







































































しかし、ロドリーゲスが属していたイエズス会の中には、能楽に関する知識を持つ	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  





Ai. アイ（間）Auai. l, ma（あはひ. または、間）に同じ. 場所、時間などの
間や間隔. ¶また、演劇〔能〕における演技、すなわち、役者が衣裳
をつけている合間、次に演じられるはずの事が物語られている合間










Nôno ai. ノゥノアイ（能の間）Nôai（能間）に同じ. ある喜劇、あるいは笑
劇を演ずること. 
Nôixǒ. ノゥイシャゥ（能衣裳）演劇〔能〕に用いる着物. 
Qiǒguen. キャゥゲン（狂言）Curǔ cotoba.（狂ふ言）幕間滑稽劇. ¶Qiǒguen 



















Vtaiuo vtǒ.（謡を謡ふ）¶Vtaini fuxiuo tçuquru.（謡に節を付くる）この
歌や詩に曲節をつける. ¶Vtaini xǒuosasu. （謡に声を差す）同上. 
Xite. シテ（仕手）演劇〔能〕における主役者. 
Xite. シテ（仕手）¶また、演劇〔能〕を演ずる太夫（Tayù）その人. 













松田 1987 一期一巻：p.86 による）。また「関白殿は内裏一行のために、そこで盛大
な祝典や宴を催し、大いなる荘厳さをもって幾度も劇の上演を行わせた」（1589 年
ガスパル・コエリュ著、松田 1987 一期一巻：p.91 による）とある。さらに、1590 年
度の年報に、天正遣欧少年使節の４人が日本に帰った時、大名有馬晴信（洗礼名ド
ン・プロタジオ）が「舞いや芝居に日本風の娯楽をいろいろと催して、彼らを歓迎
















































































































が 1585 年に著した『日本人とヨーロッパ人の風習の違いに関する論文』（Tratado 




















































わしである。日本ではこのような時に、酒と肴 sacanas を欠くことがない。 


















































































１ .４	 江戸初期から明治維新まで  
 




ゲルベルト・ケンペルは 1690 年から 1692 年にかけて手記を著し、そこには能に関
する記述は残されなかったが、長崎の祭りに際して催された歌舞伎のような演劇に









































ことがなかった。 	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第２章	 明治初期（明治元年〜14 年） 	  
−	 能楽と外国人の出会い	 − 	  	  	  




















ていた梅若実の 1873 年（明治 6 年）演能に関して「見物は老人や、町人、上の方で
は公卿、大名と雑多な階級の人が、唯った二三十人来て居た計りであった」（久米1911）。窮地に陥る一方で、能を新生日本に適応する試みがあったことも当然であ
る。狂言鷺流では歌舞伎の要素を取り入れ、三味線伴奏の所謂吾妻能狂言を作った。




















紹介したい。	  	  	  	  
２ .２	 日本語文献に見える能楽と外国人	 —	 能楽と外交関係 	  	  
岩倉具視による能楽振興計画以前から、能は一つの文化資源として、欧米の高官









演能であった。	  1872 年（明治 5 年）にロシアのアレクセイ・アレクサンドロヴィチ公も日本を訪
問し、浜御殿延遼館で能を見た。10 月 20 日の『横浜毎日』に「ロシア人饗応として
浜御殿に於て能被	 仰付日限は追て御達の旨役者人名左の通〔中略〕番組	 春日龍神	 	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  
5 明治の能楽史は	 表章、天野文雄（1987）『岩波講座	 能・狂言Ｉ	 能楽の歴史』
「能楽史概説（七）能楽前期―近代の能楽」（岩波書店、東京）に詳しい。 
6 例えば：J. L. Klein (1866). Geschichte des Drama's III. Leipzig 
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魯国公子ニ準ゼリト云」（『新聞雑誌』明治 6年 9月第 136号の記事）とある。『梅
若実日記』にもその饗応能楽に関する項目があり、番組は能『大蛇』『夜討曽我』
『舟弁慶』、狂言は『鼻取相撲』と『素袍落』だったが、この番組もみな半能だった
（1873年梅若実著、『梅若実日記』2002b：p.32による）。	  1879 年（明治 12 年）6 月にドイツ皇孫も訪日中に能を見た。この演能は根岸の前


















し、上層階級の芸能として、欧米に評価されることだったといえよう。しかし、グラ	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  




















も、西洋人が関心を持たなかったことの要因になったと稿者は考えている。	  	  	  




２ .３ .１	 イギリス人の先駆者 	  	  
（ａ）アルジャーノン・ミットフォード（Algernon	  Mitford） 	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  
8 グラントによる能楽の絶賛は岩倉具視に能楽振興の計画を裏付けたと言われる。詳






























はずがないほど理解しづらいものである。（Mitford	  1871:	  pp.163-­‐164	  稿者訳）	  	  
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  
10 例を挙げると：W.G. Aston の『日本文学史』、B. H. Chamberlain の『日本事物
誌』や W. Griffis の『日本の信仰』などに引用が見られ、『昔の日本の物語』は























混同がしばしば見られるようになる。	  	  	  

























は侍階級の者ばかりだった。（1868 年著 1921 年版アーネスト・サトウ、『一
外交官の見た明治維新』1960:	  pp.232-­‐234）	  	  
サトウは客観的に自分の能楽体験を描写したが、叙唱に伴う「不協和音」という
言葉遣いからすると、能の囃子を気に入らなかったことは明らかである。これは、あ
とにつづく能の研究者にもよく見える能の不評の一つとなる。	  	  	  
（ｃ）エドワード・リード（Edward	  Reed） 	  	  
サー・エドワード・ジェームス・リードは海軍設立の途中だった明治政府の招待




が、リードはそれを「a	   short	   dramatic	   sketch」、つまり「寸劇」として紹介した。そ
の謡曲の名は挙げられていないが、文の内容から『白楽天』の道行きに当たる断片だ
と考えられる。しかし、リードによる能楽紹介はこれだけではない。	  
リードは 1879 年 2 月 23 日に渡辺大阪府知事の邸宅で「能狂言の催し」を見たが


























されるようになるが、その原因の一つは以上のような催しであると考えられる。	  	  	  






チェンバレンは、1873 年（明治 6 年）に御雇外国人として来日したが、最初から
日本の古典文学に興味を示し、それを通じて能狂言にも出会った。彼が能をテーマに
した最初の記事は、1876 年（明治 9 年）にイギリスの一流文学雑誌だった『ザ・コ



















い。（Chamberlain	  1876:	  p.479	  稿者訳）	  	  
この時代に外国人が饗応の能楽にしか触れていなかったことを考えると、チェン
バレンは実に例外的な存在であった。その紹介も能楽の表面を貫く視点を表してい










味わうことが出来る。（Chamberlain	  1876:	  p.481	  稿者訳）	  	  
囃子に対するこの不評にもかかわらず、チェンバレンは熱心な能愛好者だった。
そのようなことは、イギリス紀行作家だったイサベラ・バード（Isabella	   Bird）の日







に腹立たせるのである。（Bird	  1881:	  p.63	  稿者訳）	  	  
チェンバレンはまた、日本アジア協会報の多作の投稿者だった。1877 年（明治 10
年）の会報の「日本詩歌に見える掛詞と枕詞の使用について」（Chamberlain	  1877:p.87）では謡曲の文学的な特徴を中心に述べており、翌年の会報にも、狂言を



















比較が目立ち、ヨーロッパ演劇論の三一致12に関する記述も見えている。	  	  	  
	 ２ .３ .２	 ドイツとフランスに伝わった能のイメージ 	  	  
ミットフォードの『昔の日本の物語』は早く注目を集め、1875 年にドイツ語に翻
訳されたが、その影響はドイツ語翻訳以前にも見える。ドイツ人のエフェミア・フォ
























































で、独特なものである。	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して紹介されたことがその大きな原因の一つと考えられる。	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 第３章	 明治中期（明治 14 年〜32 年） 	  
−	 紅葉館・芝能楽堂の時代	 − 	  	  	  


















いを見ていきたい。	  	  	  
























人。（新撰東京名所圖會 1897）	  	  
と同書の出版年 1897 年（明治 30 年）までの状態が記されている。紅葉館は海外
のクラブハウスをモデルとし、その形態を和風建築にし、接待や料理を京風にし







る。そうした文献に見える紅葉館および外国人と能楽の関係に注目したい。	  	  	  
























（Baxter	   1895:p.151-­‐163）、アンナ・ハーツホーン（Anna	   Hartshorne）は『日本と
その国民』（Hartshorne	  1902：p.140）、ジェイコブ・シフ（Jacob	  Schiff）は『日本
までの我々の旅』（Schiff	   1906）で、紅葉館の豪華な饗宴と余興を好意的に描いて
いる。	  	   	  













































































紅葉館で外国人接待の際に上演されることがあったことがわかる。	  	  	  




数名とともに 1881 年（明治 14 年）4 月に紅葉館の建設に連動する形で「能楽社」
を設立した。能楽社は 1890 年（明治 23 年）に組織の改変により「能楽堂」と改名



















味方を失った。そのような状況であるにもかかわらず、一年の上演回数を見ると、1881 年は 24 回、1882 年は 29 回、1883 年は 31 回、1884 年は 26 回と、かなり活
発な活動を行っていた。しかし、能楽社主催の能が思うように行かず、1884 年（明
治 17 年）に規約が改正され、毎月会員能を一度、能楽師催能も一度することに定め
られたが、1885 年（明治 18 年）から一年の演能回数が 20 回を下回り、後年の解散
近くなると 10 回を下回った。1890 年（明治 23 年）には、能楽社の組織変更があ
り、能楽社が能楽堂と改名された。その時、取締の飯田巽が能楽堂の規約を改正






















されている。（Keeling	  1890:	  p.60、稿者訳）	  	  
 39 
このガイドブックから、両館がセットとして扱われていたことがわかる。1886年











































ことができなかった。（Sladen	  1904:	  p.97、稿者訳）	  	  
舞台が通称の「メイプルクラブ」として紹介されているため、紅葉館本館か、そ
れとも芝能楽堂で見たかどうか明らかにできない。	  











会、華族階級の家族連れの姿があります。（シドモア 2002：pp.134-­‐135）	  	  



















とがあり（『国会』明治 25年 11月 22日の記事による）、1894年（明治 27年）6
月に、当時有名なオペラシンガーだったミニ・ホークが芝能楽堂で能を観賞し、能
楽会に謝状を送った（『東京日日新聞』明治 27年 7月 22日の記事による）。	  	  	  
















































































あることを説明する必要がある。（Hincks	  1910:	  pp.22-­‐23、稿者訳）	  	  
能の言葉が口語化されて、当時の役者が女性であるということは四座一流の能楽
では極めて考えにくく、ヒンクスは「舞妓の能」のことを指していると考えられ










仕立てられた日本の伝統文化資源の演出の一面を照らし出すことにもなった。	  	  	  














































	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  






























































































































































招いた。	  	  	  
３ .４	 勘違いされた能楽 	  	  
紅葉館の催しにおいて、舞妓の日本舞踊と能が混同されていたことをすでに紹介






















関係で紹介した『キーリングの日本ガイドブック』（Keeling	   1890:	   pp.41,	   60）には
能楽は「能の舞」（the	  No	  dance）として紹介されている。同じような紹介は他の文
献にも見られ、「能の舞」という呼称が頻繁に使われている例には、シドモアの
『人力車の日々』（1891 年著、エリザ	   R.シドモア 2002）、ピゴットの『日本の音
楽と楽器』（1893 年著、フランシス・ピゴット 1967:	   p.41）、パーソンズの『日本
の手記』（Parsons	   1896:	   p.186）、ベーコンの『日本の女子と婦人』（1891年著、
アリス・ベーコン 1994:	   p.58）、スレードンの『在宅の日本人』（Sladen	   1892:	  pp.245-­‐246）などがある。今様能狂言がまだ上演されることがあったからか、また
は能楽が上方舞と並べて紹介されたからか、このようなイメージが定着し、それは
大正期まで見受けられた。明治後期に能楽の呼称を「能の舞」とした文献が多い











































































ス・ピゴット著、『	  日本の音楽と楽器	  :	  明治二十年代に来日した英人の記録と








ス・ピゴット著、『	  日本の音楽と楽器	  :	  明治二十年代に来日した英人の記録と






























が、前田家の舞台では他の賓客にも能楽が紹介されることがあった。1884 年と1885 年（明治 17 と 18 年）に外国人に能楽が紹介されたことが見える。前田斉泰は1885年 1月に死去したが、その三百日忌に饗応が催された。	  	  
饗応	 今日は根岸金杉村の前田家にて故正二位斉泰君の三百日祭とて能狂
言を催され御親戚は勿論正二位公が生前知己の英国人三名をも招待して盛んな

















グリフィン氏○二	 欧州管弦楽	 処女の歌	 作曲者ラィネッキ及ゼネー
氏、演奏者式部職雅楽所諸氏○三	 唱歌	 月の出（ゲーデー）氏「バイオ
リン」合奏、作曲者マンヂチウスキ氏、演奏者ヂトリヒ夫人、「バイオリ
ン」ヂトリヒ氏○四	 囃子	 融	 金春広成、津村又喜、観世元規、春藤六
右衛門、清水半次郎、森本登喜○五「バイオリン」独奏〔後略〕（『郵便
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イメージが生まれた時期でもあった。	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 第４章	 明治後期（明治 32 年〜大正元年） 	  
−	 研究する能楽と嗜む能楽	 − 	  	  	  
４ .１	 明治後期における能楽の状態 	  











動は 1909 年（明治 42 年）『世阿弥十六部集』の出版に至り、それまで知られなか
った多くの世阿弥伝書があらわになり、能楽に研究家の注目を向けさせた。	  	  	  















とにした、パウンドの「"Noh"	   or	   Accomplishment」（Fenollosa,	   Pound	   1916）とイ









とがあり（石橋 1978）、またパウンドの手紙（Paige	   1971）から、それまでの研究

























































４ .３ .１	 日本文学史の神殿に葬られた能楽：チェンバレンの後継者（能の
古典化：研究する芸能） 	  
	  

















外における日本言語学の基礎を築いた。しかし、1889 年（明治 22 年）に健康を害
して、イギリスに帰国し、その後は二度と日本に戻ることがなかった。帰国後、ア
ストンは日本語のみならず、日本の歴史・文学・宗教などについても熱心にエッセ




























































































究で参照された。明治後期に能楽の紹介をしたアナ・ハーツホーン（Hartshorne	  1902）、フレデリック・ディキンズ（Dickins	  1906）、マリー・ストープス（Stopes	  1909,	   1913）の研究や評論には、アストンの能楽所見が参照されている。フランス
で日本の演劇を研究したアレキサンダー・ベナゼも、その『日本の演劇』（Bénazet	  1901）では当時欧米で入手可能な能楽の紹介をまとめて、多くの能狂言のあらすじ







キンズ（1838−1915）も、1906 年（明治 39 年）に出版した『古代中世日本語テキ
スト』（Dickins	  1906）で、能楽の果たしてきた役割に光を当てようとした。	  
ディキンズは、日本に停泊していたイギリスの軍艦コロマンデルで 1863 年（文久3 年）から３年間医者として務めた後、いったん英国に帰国したが、1871 年（明治4 年）に日本に戻り 8 年間法律家として活動し、合計 11 年間日本に滞在した。ディ





































































卒業後、日本語の勉強を続け、1889 年（明治 22 年）に来日し東京帝国大学でドイ
ツ語の教師となった。その学歴と職務はフロレンツの日本文化研究の基盤となり、
彼は 1906年（明治 39年）に『日本文学史』（Geschichte	   der	   japanischen	   Litteratur）






















（Florenz	  1906:	  p.376	 稿者訳）というようにギリシャ演劇と能の相似を述べている。
また、番組の説明には「三部悲劇に続いて笑劇を上演するというギリシャ人の奇妙
な風習と合致して、日本の伝統に従って狂言［能狂言の省略］と称する喜劇が能と



























なし鳥」（Florenz	  1906:	  pp.384-­‐386	 稿者訳）	  	  
以上の引用で注意しなければならないところは、フロレンツが実際に比較してい
るのはアンティゴネーと能ではないことである。『朝顔』とは謡曲をさしているの



















































自然な訓練の無知の他ない。（Florenz	  1906:	  p.384	 稿者訳）	  	  






































値を軽視した。サンソムは 1904 年（明治 37 年）に東京のイギリス公使館に通訳と








述べた。1909 年（明治 42 年）にロンドン王立文学協会で能楽研究を発表したマリ
ー・ストープスの能楽に対する高い評価についてサンソムはこう言った「文学史の



















葉や思考の美しさではなく、骨董店の魅力のみである。（Sansom	   1911:	   p.128
































範囲にわたっていた。ブリンクリーは 1867 年（慶応 3 年）に来日し、1912 年に没
するまで母国のイギリスに一度も帰国しなかった。彼は、明治政府の外務顧問を務
 74 




の造詣も深く、その集大成として、1901〜1902 年（明治 34〜35 年）に８巻にも渡



























































































































































と結論したのもそのためであろう。	  	   	  
















楽との出会いやその見解を紹介したい。	  	   	  




フランス詩歌の翻訳家、芸能評論家でもあった。1898 年（明治 31 年）に６ヶ月日
本に滞在し、ラフカディオ・ハーンの親友として、当時の外国人学者達から日本の
風習を多岐にわたって習っていた。帰国後、彼はラフカディオ・ハーンに捧げた日






























（「The	  Descent	  into	  Hell」）、「アダムとイブ」（「Adam	  and	  Eve」）や「荒
野の誘惑」（「The	  Temptation	  in	  the	  Wilderness」）のバージョンには、美が一
切ない。〔中略〕能は時おりナイーブで子供っぽく見えることがあるが、ヨー
ロッパの奇跡劇にこもった粗野な幼稚さは、それらを実際に読んだ人にしか信



































































































「演劇舞踊」（dramatic	  dances）と称した。	  	  
能の演劇は舞台で上演され、一部は歌われ、また一部では朗吟される。舞踊
家によって上演されるが、その所作がリズミカルで因習的でなければ、ヨーロ

























（Craig	  1910:	  p.91	 稿者訳）ことが印象深いと述べている。	  	  	  
（ｃ）能は能である：マリー・ストープス 	  	  	  
この節の最後の能楽紹介者として、エズラ・パウンドに影響を与え、海外で初め
て能翻訳の単行本を著作したイギリス人生物学者のマリー・ストープス




かったと考えられる。帰国後 1910 年（明治 43 年）に出版した『日本の日記』には












主な記述はこの日本日記ではなく、1913 年（大正 2 年）に出版した桜井との共著に
なる『昔の日本の演劇：能』（Plays	   of	  Old	   Japan.	  The	  No）である。明治初期に初め




トープスによる能楽の紹介は彼女が、帰国直後の 1909 年（明治 42 年）にロンドン
王立文学協会（Royal	   Society	   of	   Literature	   in	   London）で発表した『日本の中世劇』








































































た。（Stopes	  1909:	  pp.161-­‐162	 稿者訳）	  	  
最後にストープスは、自分と桜井の共同翻訳の目的を次のように明示した。	  	  
私たちの目的は、学生ではなく、イギリスの一般読者に、東洋で未だ愛され
ているこれらの古い演劇の翻訳を紹介することである。（Stopes	   1909:	   p.163	 






































へ反映する伝統の魂である」（Craig	  1914:	  p.265	 稿者訳）。	  
	  
	  






















































魅了したのである。	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に意義があるといえよう。	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付録	   	   本稿で扱われている明治初中期の外国人観能年表 	  	  	  	  














7 月 29 日 
エジンバラ公／ミッ
トフォード (Alfred, 
prince of Edinburgh / 
A. B. Mitford) 
紀州の 
江戸屋敷 
能『弓八幡』 『経政』  






10 月 20 日 
アレクセイ・アレク
サンドロヴィチ 











9 月 7 日 
ジェノヴァ公 (Prince 
Tomas, Duke of Genoa) 
浜御殿延遼館 
半能『大蛇』『夜討曽我』 
	 	 『舟弁慶』 
狂言『鼻取相撲』 




















2 月 23 日 
エドワード・リード 




2 月 26 日 エドワード・リード (Edward J. Reed) 
西京東本願寺
の枳殻邸 
能 	 『望月』 『土蜘蛛』 
狂言 『石上』 『墨塗』  
	 	 『靱猿』 




	 	 『吉野静』 
狂言『墨塗』『小盗人』 
7 月 8 日 
グラント米国元大統










3 月 13 日 
ハワイのカラカウア
王 (King Kalakaua) 
紅葉館	 本館 能	 『紅葉狩』『猩々』 
5 月 20 日 米人 紅葉館	 本館 
能『船弁慶』『土蜘蛛』 
狂言	 『靫猿』 
11 月 6 日 
イギリスのアルバー
トとジョージ王子













12 月 9 日 洋人（モースか） 梅若能舞台 
能	 『放下僧』『鉄輪』 
	 	 『百万』『烏帽子折』 
	 	 『乱』 
狂言	 『布施無経』	  










11 月 7 日 
アリス・ベーコン 
(Alice Mabel Bacon) 靖国神社 
能	 『烏帽子折』 
狂言『縄綯』	  












ト (Francis Pigott) 
芝能楽堂か 不明 
5 月 17 日 
ロシアのニコライ皇
























4 月 ヒギンボサム (Higginbotham) 紅葉館	 本館 饗応能楽 
--- オズマン・エドワー
ズ (Osman Edwards) 
梅若舞台 
能	 『俊寛』『恋重荷』 
	 	 『葵上』『舟弁慶』 
	 	 『土蜘蛛』 
狂言	 『狐憑』『六地蔵』 
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